
茨城県生協連ニュース 臨時号 No.3２ 
東日本大震災復興情報 がんばろう！茨城 

2011 年 6 月7 日 発行：茨城県生活協同組合連合会  水戸市梅香 1-5-5ＪＡ会館分館 5F 電話029（226）8487 

地震被災発生から、茨城県生協連の各会員生協は、営業の再開と組合員支援、地域支援などに取り組んでいます。 

その取り組みの一部を紹介します。震災からの復興のために、力を合わせてがんばりましょう。 

＜いわき市勿来地区に炊き出しに行ってきました。（6 月 3 日）＞ 

2011年6月3日（金）、今週も福島県いわき市勿来体育館、勿来市民

会館、南の森スポーツパークの避難所に炊き出しに行ってきました。今

回ご協力いただいたのは、茨城県ユニセフ協会事務局 1 名、パルシス

テム茨城の職員さん 6 名、茨城県生協連事務局 1 名の計 8 名。事前の

準備は、パルシステム茨城なかセンターで行いました。 

3 月 11 日の大震災から 2 ヶ月以上たっていますが、まだ多くの方々

が避難所で過ごされています。ここいわき市勿来地区は3月の被害もさ

ることながら、4 月 11 日の余震で被害にあわれた方も少なくありませ

ん。自宅はあっても、居住するのは困難、借家に住んでいたけれど、倒

壊してしまった方、また、南相馬市小高地区から原発被害の避難されて

いる方もいらっしゃいます。この日の夕食メニューは、カレーライス、ネ

ギと油揚げの味噌汁、バナナでした。避難所の市職員の方から「お弁

当じゃないから、おかわり大丈夫ですよ。」の声に「うれしいなあ。」と声

が上がります。スパイスが効いたカレーは大変好評で、3 杯もおかわり

された方もいました。また、パルシステム茨城さんが夕食時間に遅れて

帰って来られる方の為

にカレーの容器にふ

たを用意してくれ、先

に食事をする家族の

方に喜ばれました。こ

のような心使いがうれ

しいですね。夕食後、

自宅に残してきたワン

ちゃんに夕ご飯の残り

を届ける方もいます。

「おなかすかせて、待

っているからね。」とお

っしゃる笑顔からは、

早く自宅で暮らしたい

という思いが伝わって

きました。この日はい

わき市内の入浴施設

から「入浴サービスをどうぞ」と関係者の訪問もありました。さまざまな思

いをかかえながら避難所で過ごされる方々に、今まで以上の「暮らし」が

早く取り戻せることを願います。 （報告：茨城県ユニセフ協会 小澤さん） 

＜事前の仕込みのようす＞ 

＜事前準備に参加されたみなさん＞ 

＜避難所での配膳のようす＞ 



 
 主に泥のかき出し、家財運び出し、瓦礫撤
去、清掃等。数人のグループにわかれて班ご
とに活動予定。 

 
 
 宮城県内を予定 

 ＊出発 1 週間前に活動場所決定 

東日本大震災で被災された皆さまに、心よりお見舞い申し上げます。 

＜いばらきコープに、茨城県知事より、 

      お礼状が届きました。＞ 

 東日本大震災での被災地支援としていばらきコープ

は、支援物資の提供等に取り組んできました。今回、橋

本昌茨城県知事様より、お礼状が届きましたので、ご紹

介し報告いたします。 
 
 

 
 
 
 申込みは県連まで 

 
 
 
 

 

 茨城県生活協同組合連合会のホームページのご案内 

 茨城県生活協同組合連合会と加盟する会員生協の活動や取り組みのご紹介など、生協の

情報提供の場となるように努めていきます。ぜひ、ご覧ください。 

東日本大震災支援 

「つながろうＣＯ･ＯＰアクション」 
日本生協連は、東日本大震災復興支援として、今後の社会・

経済基盤の復旧とくらしの復興にむけて、全国の生協・組合員

とともに「つながろうＣＯ･ＯＰアクション」に取り組みます。 

＜茨城県生協連ホームページのアドレス＞ 
http://www.ibaraki-kenren.coop 

 

 
 

 【出発日】  ６月２５日（土） 
 【参加費用】  1 人 １，０００円（予定） 

  （費用に含まれるもの/昼弁当代、ボランティア保険代、旅行保険代） 

 【食事】 昼弁当１回  【定員】 ４０名 

 【行程】 各地～那珂ＩＣ（５:００頃発）＝宮城県被災地にて 
   （到着後 9：30 頃～15:00）で活動＝那珂ＩＣ（20：30 頃） 

【日帰りコース】 

活動内容 

活動場所 

開催決定 詳細後日案内 

茨城県生協連では、復旧・復興が遅れている宮城県へ災害ボランティアバスを出していきます。詳細が決定次第ご案内します。  


